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1. はじめに

地震研究所が所有する明治時代からの煤書き記録

のマイクロツィルムイヒが進んでいる. これまで， ファイル

メーカーブロやエクセルをJHt、てマイクロブィルム化され

た記録についてデータベースを作成してきた.これらの

データを WEB1'.で公開するにあたり， データベースを統

合し，ユーザーがは的の記掠があるかどうか検索できるシ

ステムを開発した，

2 検霊システムデータベース作成

これまでに作成したデータベースは 2種類ある.1998 

3月に r'i地震記象委員会が発足してからフィルムイとしたも

の(1887年ーから 1962年までの記録)約 7万件(とす

る)と， 1983年にフィルム化したもの年から 1978

年までの記録)約;j)j件 ((B)とする)である，データベー

スの tjが両者で違うため，そのまま統合することができ

なL¥WEB上で、公開するためにこれらのデータベースを

した.今回公開するのは合わせて約 11万件である.

後，データはJ順次更新する子定である.

2-1. データベースフォーマット

白地震記象委員会発足後に，マイクロフィルム化したも

のはエクセルでデータ作成をした. このデータは 1フィル

ムデータに，マイクロフィルム収納のケース番号，煤書原

2001年 9月6日受付， 2001年 11月 IR受理.
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記録の保存特番号，記録年の通し番号，記録開始年，記録

開始凡記録開始口，記録終了U，記録開始時刻，記録終

了時刻，観測地点，地震計名，成分， 1吉2挙・周期，備考の

14項目である.今回データベースは地震計引を加え

て 15項呂とし，データベース (B)では煤t!?原記録の保存

記録年の通し番号¥記録開始年，記録開始月司

録開始日，記鉢終 f日，記録開始時刻‘記録終 f時刻司地

日を新たに追加し，新!日データベース

した.

また原記録に記載された報浪IJ地点名や地震計の種類など

の記入に統ーがとれていなかったので，今回統ーをはかつ

fこ.

2-1-1 

データベース (A)で 1922年までの本郷周辺の鋭

測点の記述がまちまちであったので，統合長阿った. IU東

京大学問辺の観測点を一ツ橋，地震学教室，耐震家臣司十二

した (ti[B'野!J， 2000).がIJをあけ、ると，

学教室どしたのは，本郷，本部，教富，本部教室据{主本

郷教室，新教室，東大動物教室，東大理動物教室，本郷中

央，向ケ丘(地震学教え1.)，の記述があったものである.た

だし理科大学(本郷)は E.G'M剤(ドラム型)の地震計

数点なので，今回は別の観測点として理科大学(本郷)を

残した.地震学教室か耐震家屋か判別がつかないものは東

京とした.地名では原記録に「石ノ巻Jや「石の巻Jとあっ

たものは「石巻」に統ーした.また「筑波」は，前回整理

した東京大学地震研究所筑波地震観測所分を「筑波地震観

測所Jとした. 1922年以前の記象紙は測候所で観測したも

のではなL、かと思われたが， I筑波J，I筑波山J，I筑波測候

所」と記述があったのでそのままの名称を記入した.

「京都」は京都と記述があるが， I京都大学J，r京都測候

所J，I桃山」などどの観測点であるのか記象紙上では判別
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できなかったので，記述をそのまま使った. 190:3斗ニU)ナ

タの中で「大|攻 とあったものは大阪で開催された万国博

覧会会場内の教育会館であった. 1908年までの記象で i伊

の同大島新島村j とある 現在の「大島元町の

ことであった.また 1909年以降は J討すの記述になってい

たのでこれらを統ーした.I名浮上とあるのは「奄美大島名

瀬」とし~ i古車J，1古司王村」とあるのは一鹿児島県の古里

村」ではないかと思われた.11-:田」とあるのは気象庁の測

候所または観測所にもなく，観測点の記述方法が違うので

「上IJI?)とした.

観測点は点点大学:周辺や地方の観測点のものが}.:.半であ

るが司中には海外も若干あった.地方であるが特定できな

いものは[地方」に，不明のものは空欄とした置

データベース(引では観測点が本郷となっていたので，

データベースと同様に地震学教室として統一・をした.

2-1-2 

地震計名 も多種多様であった.古田らによってま

とめられたもの(岩田・野n，2000) 

決めた.地震計型の分類は微動計型， 1:3 'rfJ¥:微動計型t14 

年式微動計型， 15年式微動計J11 ユーイング型(ドラム

耳切，ユーイング型(円盤型)，グレイーユーイング型I-:f

動計，上下動計型，今村式上ド動計型ー加速度計型，変{立

言十型， 山中館式， J :3年式簡単微動計， 14年式簡鼓動計，

15年式簡単微動計，簡単微動計型，傾斜計型. E. G. M 

強震計型，ウィーへ)1，-ト型，今村式抵石

検期{義， P.G.とした.今村式上下計明

191:3年の記象記録にある

が特性は:不明である.またパントグラフとあるのは

とした.地震計の名称は決められたものではないようでま

ちまちであり誤記録もあったので，名称は参考将度に，成

分，倍率，胤期などを考慮して分強した a 今1111の分組Jらぬ法

では大森式型の範曜に入るものが多くなった.たとえば記

象抵の記述には傾斜計，傾斜試験器とあるが，成分の記述

が傾斜計ではなく地震言!と判断できたもののほとん

された“同様に傾斜計，傾斜試験器とあるが，

2成分記持方式で強震を対称とみられるものについては強

震計型に分類した.傾斜計，傾斜試験器とあり成分が a，b， 

C，の記述のものは傾斜計型にした.また単に簡単微動計と

記述があるが， 1成分の微動計記録は大森式型に， 2成分あ

るものは簡単微動計型とした.地震学教室に設置されてい

た今村式型強震計 l号は 倍で記象紙の真中あたりに打

点式タイムマークの記述の特徴があり 2号は倍率2倍で

吸い上げ式のタイムマークが記象紙下方にあるという記録

方法の違いで，区別ができるということが分かった.地震

学教室の地震計全てが 1942年 6月に耐震家屋に移動して

いるが，全ての地震計が継続されたかどうかは不明であ

る.

筑波地選観測の普通地震計(水約点分 120倍)とある

のは地震学教室の普通地長rJ十、ド成分 120倍)と向型で

ある.

判明できなかったのものは空機jとしたa

2-1-3 成分

1887年から 1922年のフィルムと記象紙を検証し， ァー

タ項目の成分を統‘した‘東西動記録を南北動記

に、水平2成分記録を 1EW-NS i，上下動記録

を IUDJ，3成分記録を EW とした，水平成分

であるが東凶か南北か判定がつかなかったものは

NS/水'1りとした.

このようにして決定し

中央下に観測点一ツ橋，

として関 1をあげる.これは

l号，成分 EW，とある

がこの記象の前後の地震計名やタイムマークなどから判断

し，右下のまるで控lんである観測点一ツ橋，地震計名 3号，

成分日再三倍率 20倍にした.

2-2. データベース (R)

1999年f'f.Jjxしたものには，連続記銭のデイリーデータ

ベースと大きなイベントのみを収録したイベントデータ

ベースの 2掲額があり，データ数は合わせてがH万件であ

る.

デイリーデータベースは 1899年から 1942年の本郷観測

点の記象記録をフィルム化収録したもので，フィルム 1コ

マのデータ頃Hは観測点，地震計の種類と成分倍率，

された年，片， 日であった.地震計の積類，成分， 1吉率の

3項呂が同ムレコードになっていたので， 3項目 し

fこ.月は IJa日-DecJのように英語表記になっていたのを

ひlから 12の数宇表記にした 日付項目は記録開始と終 f

口が同じ項目になっていたので分離した.

イベントデータベースは 1900年から 1978年の記象記録

したもので，フィルム 1コマのデータ項目は，収録

されたマイクロブィルムケース番号，フィルム位置番号，

と成分情率，観測地点，記録された年月十1，

発信時，緯度，純度，i:栄さ，マク、、ニチュード，地震

名，備考となっていた.イベントデータベースも同様に，

地震計の種類として「地震計名，成分，情率」が 1項目に

なっていたので 3項目に分離した. 観測年も 11974年 07

月 08-09H Jのように 1項目になっていたので，観測年，

月，観測開始日，観測終了日の 4項目に分離した.イベン

トデータベースの地震計名では今村式強震計 l号 2号が

iIMAMURA-l， IMAMURA-2J と同項目になっていたの

で，今凶これらの地震計記録を検証し区別した.さらに，

デイリーデータベース，イベントデータベース共に記録開

始時刻・終了時刻の項目がなかったので追加した.

なお時刻が不明なもの， もしくは未記入のものは，すべ

てのデータで記録開始時刻，終了時刻ともに 199: 99 : 99) 

とした.記象上の記載から時刻データをすべて書き込んで
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システムの議事喜

東京大学織草案研究所所滋の車恋愛さ地震況調監に丸、で

本書記重駐車記録i乱平総1宮若手3 !'l 1こ宮地書聖書記象議魚重量が発獲し豊富唆した線香~記録です@

1章87浮から1事54事事までのマイクロフィルム在公務しています。

検索入力磁器量から，検索したい年月8.綴総点，線量韓童十，成分者滋択することに

よってマイクロフィルムがあるかど.うかが分かります@

なおマイクロフィルムi草調理次J!新されます.

マイクロフィルムをご事まになりたい1;1ま蕊滋総数捻幾ゑ是認滋絞口議ゑ本:ま

ご滋絡くだ~い@

図 2. 歴史地震記象検索システムの概要

図 3 データ情報

3. 検索システムの開発

67 

はいない.その他の追加項目はマイクロフィルム収納ケー

スの番号，煤書原記録の保存箱番号，地震計型，年毎の通

し番号がある. このように作成されたデータベースを用いて，ユーザー

は自分の欲しいデータが記録されているマイクロフィルム

がどこにあるか，検索することができる.本検索システム
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図 6. →ツ橋観測点の地震計!lN;rtの説明

はcgiを用いており， I#J発は 言語で1ト〉た置 UHLは

http://retoro.erLu悶で あ る . 検 索 対象

五時間，観測lJ.， 地震計，成分についてのリクエストを送る

とデータベースを検索し，該当するマイクロフィルムの番

どを表示する.また，データ格納期間や観測点，

についての情報も WEB上で確認できるため，検索条件

を与える際の参考となる.

システムのホームページではフレーム

機能を用いて画I~Î左側にシステムのメニューを表示するよ

うにした盟メニューは 概要JI地員計の変造 I検索入力

の3点からなる.

「概要Jでは，当システムの概要(図引，データ

期間(毘および観測点の位置情報(図/1)を見ること

ができる.

「地震計の変遷」の項では東京の 5観測点(一ツ橋，地震

学教室，耐震家屋， j二中室，旧地震研究所地ド)について，

年ごとの地震計の型式を示した.例として一ツ橋を図 5に

示す.この表は縦軸に年を，横車Ikに地震計の型式を番号で

表していて， CXIJは記録が存在することを示している.表

右肩の「地震計巷~の説明」をクリックすると，地震計型が

別去に表示されるので，番号に対応した地震計型式を催認

しながら「地震計の変遷Jの表を見ることができる. 一ツ

橋観測点の地震計型を図 6に示す.

「検索入力両面へ」は，右側のフレームに検索条件の入力

画面が表忌されるので，検索したい記録の期間などを入力

する.検索方法の詳細は次項で紹介する.

3-2. 

検索人力酎a百への入力は以下の t現付である.下記 4

日のすべての条件に合致し候補となったデータ

当になる(条件は andである). 

したい年片日の範供i

したい記録の観測点名(複数選択可)

したい記録の地震計型の種類(被数選択可)

したい記録の成分(指数選択可)

年月日 は，開始・

には 1枚の記象

を必ず入力する.地震記象のなか

日の記採が含まれている あ

る.このような複数の日にまたがって記録されているマイ

クロフィルムについては，入力年月日の期間j人jに i日でも

人ってL寸Lば候鮪となる.観測点と地震計と成分につL、て

はー侮数閣を選択することがwJ能である.また全ての観測

点あるいはすべての地震計を選びたい場合には「全」を選

択することによってすべてを選択することができるように

した.成分につし、ても， I全Jを選択するとすべてが候補と

なる.ただし， EW， NS， UDから選択した場合はその成分

が含まれるものはすべて候補となる.つまり地震計の種類

によっては]枚の記象紙lこ夜数成分を記践している場合が

あるため，例えば EWを選択した場合， EW/NS!UDとい

う1枚に 3成分の記録があるデータは候補となる.

3-3. 

上記検索入力両面で条件の指定を終了後，検索キーをク

リックすると，条件に該当したマイクロフィルムの情報を

表示する網表示現片は，マイクロフィルム番号とそのフィ

ルム内での枕置，マイク口フィルムに記されている ID，記

開始と終了の年J-HI時分秒，観測点，地長言1'，成分，

f吉率，備考(地震名，記録Hの気象情報，記録についての

注童書志地震計名など)である.

例として悶?に示す検索条件(1905年 3月 14口， 全観

制点，全地震計，全成分〕に対しての検索結をi支18

げる.このように，ユーザ L 、と

きにどのマイクロブィルムを見ればいいのかという情報を

簡単に得ることができる.

4. ま と め

今回我々は現在までにマイクロフィルム化されたデータ

のデータベースおよび検索システムの開発を行った.束京

大学地震研究所が保有する歴史地震記象のマイクロフィル

ム化は引き続き行っており，今年度はあと約 2万枚マイク

ロフィルム化する予定である.

今後これらのデータベースを検証し更新を行うととも

に，より使いやすい検索システムに改善していくつもりで

ある.



70 野口和子・山中佳子・田辺由美子・岩田孝行

後象条件入力

際絵z倒的年ち R許γ;臼 ω 袋7: 響詩一J1I訂正-8

様車聾点〈禽〉 議灘署t(食} 続分(*>

議滋緩怠灘車ニム三与
〈会〉綾瀬点、地重量計、成分め嘩綾繁条件は複数灘lR可能~す。
ただし、企綾瀬車、意地猿計、脅威ゅの選択在すると書々すべてが対換となります。

灘選議

図 7. 検索条件入力例 (1905年 3月 14日の例)

千料開J翼手:2認。
マイ告ロ手イJレム在ご慰こな'Jたい方1 ;1;1E焦犬繁静器研ま~1噴軒円和平安ホナ漣絡ください.

f輔鳴る梓，，1を描踊へ1

f鱗盤時曹揮肉~!醐デ子治制民秒へ 1

図 8. 検索結果(1905年 3月 14日の例)
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